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皆様、こんにちは。先日照国神社の六月灯も終了し、いよいよビールやハイ

ボールが更においしい季節になりました。今回でリンクインフォメーションに

寄稿させて頂くのは 4 回目となります。我々が当院へ赴任してから 5 年が経過

しました。先生方から多くの患者様を御紹介頂いた結果、おかげさまで新規に

入院して頂いた患者数は、着実に増加しています。  

赴任当初ぬぐい切れない外様感を感じながら、何のバリューもない我々が診

療を継続する事は果たして可能なのか？随分心配していたことを思い出しま

す。未だ自信をもってとは言えませんが、先生方に多少は認知して頂けている    

と思う事だけでも安堵している状況です。この場を借りてお礼申し上げます。  

さて、我々と共に赴任してきた 2 名の看護師

の内、一般病棟の管理をしてくれた福盛貴子

看護師長が 7 月をもって退職され、後任に副

師長であった岩切郁美看護師が着任すること

になりました。福盛師長と岩切看護師は、今

村病院分院時代から長く一緒に仕事をしてき

た友人です。８月からは新たな体制で病棟運  

営に臨みます。このような背景のもと、今更

ながらではありますが、いづろ今村病院の一

医師としてようやく安定した診療が出来るよ

うになったかなと感じているところです。今

後も我々血液内科スタッフ一同は、御紹介頂

いた患者様と御家族に不安の軽減と安全な診

療 と 看 護 が 提 供 で き る よ う 努 力 し て 参 り ま

す。血液検査の異常でお困りの際は、お気軽

に御連絡・御相談頂きたいと思います。今後

ともよろしくお願い申し上げます。  

高塚 祥芝  （たかつか  よしふさ）  

副院長／血液内科主任部長  

日本造血細胞移植学会認定医  

日本内科学会認定医  

日本血液内科学会専門医  

 



      

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜化学療法＞ 

 外来（人数/件数） 入院（人数/件数） 

令和 2年 8 / 13 14 / 31 

令和 3年 32 / 34 20 / 40 

令和 4年 41 / 57 16 / 37 

＜CVポート（中心静脈注射用植込型カテーテル）造設術＞ 

 四肢 頭頚部/その他 計 

令和 2年 2 5 7 

令和 3年 2 11 13 

令和 4年 1 10 11 

  ※院外からは 2件依頼頂きました 

＜痔核硬化療法＞ 

 ALTA（ジオン注）療法 パオスクレー注 計 

令和 2年 4 4 8 

令和 3年 11 1 12 

令和 4年 7 1 8 

※ALTA 療法は透析患者様には使用できないため、代替薬としてパオスクレー注を使用していました。

ジオン注と比較すると根治性に乏しいため（効果持続は 1 年程度）最近ではあまり使われておりません

が、当院では特に透析患者様で痔出血に悩まれている方に使用しておりました。 
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外科・消化器外科の瀧川です。当院の外科常勤医として入職してから早いもので 3 年経過致しまし

た。2019 年 7 月から約 1 年間外科医不在でしたが、この 3 年間で十分とは言えないものの当院での

外科の立ち位置が定まってまいりました。2020年度から総合診療部の一員として診療しており、レス

パイト入院にも対応しております。また大きな変化としましては、今年 6 月一杯で肛門科の石澤先生

が退職され肛門科標榜が無くなりました。 

 外科としては今村総合病院の外科・消化器外科の後方支援病院としての立場から、術後療養の必要

な患者様を中心に受け入れてきました。最近では、鹿児島大学病院や鹿児島市立病院からも紹介して

頂き、患者様の受け入れをしております。 

 消化器領域（主に胃・大腸）の化学療法も増えてまいりました。現在の消化器領域の化学療法は外

来通院で行うことが多いのですが、様々な事情で入院して化学療法を行う必要がある患者さんの受け

入れ、自宅が近いからと当院での治療を希望される方の外来化学療法なども行い徐々に症例が増えて

おります。 

 今回、肛門科が標榜取り下げとなりましたが、今まで積極的に手術（今村総合病院にて）や痔核硬

化療法（ALTA 療法）などを行ってきたこと、現在も患者様が通院されていることもあり、今後も継

続して診療は行う予定です。 

 また当院の総合診療部の一員としてレスパイト入院にも対応させて頂いており、その中で地域の先

生方からも CVポート造設を依頼していただきました。 

これからも地域の先生方のご信頼を頂けますように努めますので、どうか宜しくお願い致します。 

  瀧川 譲治 （たきがわ じょうじ） 

消化器外科主任部長  

日本外科学会認定医 ・専門医  


